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4SOkmシリーズby壇の手法ケース(〔1

不確かさを考慮するパラメータ

応力降下量断層破壊伝播アスペリテ
短周期レベル）傾斜角速度平面位置
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アスペリティ

平面位置
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検討ケース

－－一一－一一

壊
自点（

昌さ

km)

リ

さ ル）

検討用地震

敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）
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地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

基本震源モデル
中央構造線十別府一万年山

壇”他(2011）1.0倍 90度 0.72Vs断層上端 3ケース4800

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

壇・他(2011）90度 0.72Vs1.5倍or20MPa断層上端 5ケース4801

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮②
地質境界断層の知見考慮

壇。他(2011）1.0倍 北傾斜 0.72Vs断層上端 3ケース4802

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮③
角度のばらつきを考慮

壇・他(2011）1.0倍 南傾斜 0.72Vs断層上端 3ケース4803

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

不確かさ考慮⑤
アスペリティの平面位置の
不確かさ

壇。他(2011）10倍 90度 1.0Vs断層上端 3ケース4804

敷地正面のジョグに

配置
壇。他(2011）90度 0.72Vs1.0倍断層上端 3ケース4805

○経験 的 グ リ ー ン 関 数 法で地震動評価を行う。．
○破壊開始点3ケースは,断層下端3ケース(東下端‘中央下端,西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

I-1:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ

向:不確かさを考慮するパラメータ
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480km基本,不確かさ考慮①(応力降下量),不確かさ考慮④(破壊伝播速度)by壇の手法
寺ゆ
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480km不確かさ考麗②(北傾斜)by壇の手法

①崩平山一亀石山②大分一③大分一由布院
由布院（東部）
（西部）
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480km不曜かさ考願③(南傾斜)by壇の手法

①崩平山一亀石山②大分一由布院③大分一由布院
（西部） （東部）
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480km不確かさ考慮⑤(アスベリテイ敷地正面)by壇の手法

①崩平山一亀石山②大分一由布院③大分一由布院
（西部）（東部）
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解析ケース②4SOkmシリーズbyFuiii&Matsulu脇の手法

地震動予測レシピでは,長大断層の知見としてFujiiandMatsu'ura(2000)の平均応力降下量を用いる手法が提案さ
れていることに鑑み,480kmケースについては,この手法によるモデル化も行い,不確かさも考慮して影響評価する
こととする。

不確かさとしては,壇画他(2011)による検討結果から,影響が比較的大きい応力降下量と破壊伝播速度を考盧する。

Ｉ

不確

応力降下量
短周期しべ

崔かさを考慮す

量断層
《ル）傾斜角

るパラメータ

破壊伝播
速度

■■■■■■■■■■■■

長 さ‘
(km),

検討ケースNo さ
叩

破壊
ﾖ始舟

萱 断
ル）傾茅

アスペリティ

平面位置

スペ

ィ深

リ

さ
ア
テ スケーリング則

開 点（

検討用地震
敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

54 一 －一

Mo;FM

Ao:FM3．1MPa

Sa/S:21.5%

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

基本震源モデル
中央構造線十別府-万年山

1.0倍 90度断層上端 0.72Vs480 3ケース0

FM

FM3.1MPa

21.5％

Mo

Aぴ

Sa/S

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

5ケース’1.5倍or20MPa 90度断層上端 0.72Vs4801

Mo

Ad

Sa/S

FM

FM3.1MPa

21.5％

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

’不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

1.0倍断層上端 90度 1.0Vs480 3ケース4

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。
○破壊開始点3ケースは,断層下端3ケース(東下端,中央下端,西下端)｡5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリティ下端2ケースを追加。
○FMはFujiiandMatsu'ura(2000)｡Sa/Sはアスペリテイ面積比。

[==]:予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
同:不確かさを考慮するパラメータ
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480km基本,不確かさ考慮①(応力降下量),不確かさ考慮④(破壊伝播速度)byFuiii&Matsu'uraの手法

①崩平山一亀石山②大分一由布院③大分一由布院
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480km基本byFujii&Matsu'uraの手法
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1304 116611661166,.'宮ｲｧ,燭/J･DC.γ‘=n〃 11661166平均すぺり量 【噌型D､1
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dPJ■J”･aの』Iざら』/")"
＄

ぴ■4
。

■
■
■

短周期ﾚペﾙ
＝

3.60E+191-64E+19フ.71E+194.71E+195.57E+191.74E翅05.27E+196.57巳19
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ra/e)-
戸一

解析ｹｰｽ③130kmシリーズ、壇堕圭法
■
９
９
４
１
町
Ⅱ
ｑ
１
ｊ
Ｉ
Ｈ
ｉ
ｊ
１

を考慮するパラメータ
吟少一一■■■■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 ■ ■ U ■ ■ ー ■ ■ ■ 一 一

鵬I破鬘鬘播アスペリテイ平面位置

不確かさ

上下量
レベル）

No.

■

破壊
開始点

破壊伝
速度

断層
傾斜角

応力
短周＃

鵬
鯏

検討ケースNo スケーリング則
し）（

｜’検討用地震
敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

基本震源モデル
中央構造線四国西部

ー

54
－一

ー

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

壇・他(2011）0.72Vs90度1.0倍断層上端 3ケース1300

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

壇･他(2011）0.72Vs90度1．5倍or20MPa断層上端 5ケース1301

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

壇。他(2011）0.72Vs北傾斜10倍断層上端 3ケース1302

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

壇･他(2011）0.72Vs南傾斜10倍断層上端 3ケース1303

壇。他(2011）1.0Vs90度1.0倍断層上端 3ケース1304

敷地正面のジヨグに

配置
壇・他(2011）90度 0.72Vs1.0倍断層上端 3ケース1305

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。
○破壊開始点3ケースは,断層下端3ケース(東下端,中央下端,西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

辰1:予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
i~~-1:不確かさを考慮するパラメータ

”一
u邸1BEN

20
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130km基本,不確かさ考慮①(応力降下量),不確かさ考慮④(破壊伝播速度)by壇の手法

’【断層諸元】

・断層長さ:126km
･断層傾斜角：90．
．アスペリティ位置：上端

･破壊開始点：断層西下端，中央下端東下端
（応力降下量ケースではアスペリテイ下端を追加） ③川上②伊予①敷地前面海域

EW

竿庄囲 ’
一

１
１
１
１

IIIIl
■
‐
１
１ 11

’I
１
１’

’’H+|

FI
G

★:破壊開始点

☆応力降下量の不確かさｹｰｽで想定する開始点

34。

僧地表
C▽ CP

可~ド
9

蟆
一
繧
爾
一

寸

一
一
■
一

Ｂ猿．A聾表A'
９

－
拒
樗
悔
偕
順
‐
▼
一

90

(B-B'断面)(C-C'断面）(A-A'断面）

73α"77シグーズ(雲の手法ノのモデル図ぱ
‘8鰍777シグーズf薑の季法ﾉの前蔵海域～〃_と
区間と同じである。不確かさ②③⑤のモデ
ルぱ紹臥初シグーズ誉二参鰐のこと。133°132°

21

＝‐

幸
一

面
。

】
二 一

1 1

1

I

■4＝
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士
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四
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130km基本,不確かさ考慮⑤(アスペリテイ敷地正面)by壇の手法
敷地前面海域

の断層群
川上伊予全休詮定方法単位記号断層パラメータ

33.46’42打33.39′21御

|雪“
33.25’20,’

北統
断層位置 132曇32’28‘’ 132.52’16“132.1’42厨東経

N59E
-

90

N57EN57E”
｜
鯛

走向 ８
『
が

4

9090(庇］傾斜角
－

右横ずれ右横ずれ右枇ずれずれの種類

222[1<n']断層上端深さ 汗

郷
一
岬
一
鋤
一
》
｜
躯

54.0 33｡〔）
-

13.0

126.0[km]断層長さ L

13‘013．0
一

1638.0

[kIm]
－

[km21

〃員，/L

S=2(L×I〃

"="2

断層幅 〃

429.0702.0
断層面漏 S

3.31E+103.31日10[N/m2]剛性率
一

s涛達庫

ー

〃

3.53.5[km/s]β

2．7
－

2－5

2.72.7|[x/cnf]P密度
一

2.52.5γ,=0.72"(Geller"a1,1976)I',|[km/s]破壊伝福運唐

4.48E+193.79Efl9
一

7．0

6.20Eﾄ191.45日20[N･m]MU地霞モーメント

7.07.17-4ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ゙毒ﾕー ﾄ゙ Mw ー

7-9気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ ﾊｲ』 二
ｍ 267 267

[cm]平均すぺり量 ，

3.4 3.43.43.4[MPa]平均動的応力降下量 dぴ

1.22E+19 1-32E卜191．56E+192.38巳19[N･m/s21短周期レベル 別‘

2.50医192.11E+193.46E+198-O7B19全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

[N･m]地震モメント ﾊｲn3

141．3
－

534

195.6

534

12．2

119．6456.5[km2]面稿 Sa

534[cm]平均すぺり型 ，．
－

－

12．2 12.212,2
-

1.16E+19

[MPa］勤的応力降下量 4ヶ狐

1.26E+･191-48B19226E卜19[N･m/s21短周期ﾚﾍ゙ ﾙ 湖創

2.50E+192.11B●192.81E1．19第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

[N･m]地震←メント
ー

面積

A'0，1 一
一
一
一
ｑ
一

141.3110．6142.3
-

598

12．2

[knf]Sm1

534
－

12．2

534
－

12．2

平均すぺり量 [c､］D』I

実効応力 [MPa] 一
一
一

ぴ品I

1.16E+19 1.26E卜191．26E+19[N･m/s31短周期ﾚﾍﾞﾙ Abl

6.46E+18第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

[N･m]地涯←ﾒﾝﾄ M“
－

53.4[knfl面積 S型 一
一
一

366[c､］平均すくり量 、趣

12．2[MPa]
－

[N･m/s21

実効応力 一
一
一

ぴ麺

7.74E+18
短周期ﾚﾍ゙ ﾙ 〃型

1.98E刊91．68E+192.75E+19[N･m]地震ﾓー ﾒﾝﾄ M《Ib

365.7
一

164

309-4506.4[kmf]背
景
領
域

面積 Sb

164164[cm]平均すくり量 Db

2.42.42．4
－

4．77日18

[MPa]実効応力 ob

224.05E+183.73E例8
[N町/g21短周期ﾚﾍﾞﾙ AI】
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130km不確かさ考慮①(応力降下量)by壇の手法
敷地前面海域

の断層群
伊予 川上全体設定方法記号 単位断層パラメータ

’
33.46′42園33.25’20内 33o39’21口北紳

ー

一
一

一

断層位晋 西端
132.32’28” 132.52’16'’132．1，42打東経

一
卯
一
封

Ｅ９５１１

｜
卯
一
鋤

５７ＥⅡN57E[庇］走向 8 一
一
一

90[庇］傾斜角 ヴ
ー

ー 右検ずれずれの種類

2 2

39.0

13.0

2断層上端深さ [k､］〃

54.0 33.0126.0[kIn]断層長さ Ｌ
一
〃 13．013.(） 13.0

-

7020

[k､］ 〃罰/L
－

S=2(L×IWタ
ー

〃=”2

斯層幅

岬
一
伽
一
頭

507.01638-0[kmz]断層面積 S

3.31E+10
－

3－5

3．31E+10[N/m2]剛性率 〃

3.5[km/s]S波運度 β

2.72.72．7
－

2．5

[E/cnfl密度 〃

2．5 2.5yF0.72"(Gcllcrcta1.,1976)【km/s]破壊伝掃速麿 〃、

4.48E+193.79E卜196.20Eﾄ191.45B20

7－4

7．9

[N･耐］ 腫他(2011)
－

kanamori(1977)

地霞モーメント MU

7.07.0叩
一
一

ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ‘ﾆﾁｭーﾄ゙ Mw 一

殴村(1998）気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ Mj
一

267”
一
池

267D瓠ｲu/("S)平均すくり量 [cm]，

3．4
－

2．17E+19

3．43.4[MPa] 境他(2011)平均動的応力降下量 ‘ぴ

,4'=MfMf)03 2.00E十192.55E+193-90日19[N･m/sz]A〃短周期レベル

2.50崖193.46蹄19 211E+19全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

8.O7B19[N･m] MOデノj、麹ョ地震ﾓー ﾒﾝﾄ MDョ

141.3195.6
-

534

119.6
一

534

S嵐電･4ヶ/』ぴ､=0．279．"聾泄‘2〃〃 456.5[km2]面積 Sd

534
－

20.0

[c､］ 、胡＝1ﾘ【j･、，ソ〃＝2.0平均すくり量 必
一
鋸

－

－

20．0 20.0 20.0[MPa] 壇他(2011)
百
五

一
軸

下降力応的勤

JIF4"24"､Sa/Jr)0･5 1.90E+19 2．06E+192.43E卜193.71B-19[Nm/s21‘ョ

第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

2.11E+･19 2.50E十19
－

141.3

2.81E+19
一

142.3

598

[Nm] M"αノー〃・〃何J．S例I地霞←ﾒﾝﾄ 岬
一
脚

一
一
一 119．6[km2]面積

、側ﾉ室ﾙﾉ錫'"Jノ。、α、ソ‘=j4r"‘
唖l=Aぴ。

534534[cm]平均すくり量 、画1 一
一
一 20.0

-

2.06日･19

20.0 20.0実効応力 [MPa]ぴ凪1

A働ﾉ=4"』ぴ"J侭｡ｨ/"" 2.07E+19 1.90E十19[N･m/s2]4二I短周期ﾚﾍﾞﾙ

尋地醒ﾓーﾙﾄ
ｧ面積
スー

ペ平均すべり
り実効応力

子短周期ﾚﾍFル

6.46E+18〃O脚2叩・Do2･Soz[N･胴］〃“

53.4
-

366

[k㎡］面積 錘
一
必 、｡z幸ﾙー燭,』ノ．，｡．γ’章r'〃

｡哩=△醜

払,2－噸-の2価凹2/””
､

平均すぺり量 [cm]
一

[MPa] 20,0
-

1.27E+19

実効応力
■

ケ型

[N･m/sz]意周期ﾚペル A型

1.98日191.68E十192.75E+19[N･m] MUt瓠f⑥”ぬ地塞ﾓー ﾒﾝﾄ M“

365.7506.4 309.4背
景
領
域

[kmz]

眺
汀

』
Ｗ
Ｓ
く

い
塀
唖
鋤

栖
恥
》
礎

面積 Sb

164164164平均すくり量 [cm]恥
一
郵
一
小

4-04．04.0[MPa]実効応力

236.11E+18 6.64E4．187.82E+18[N･In/sz]短周期ﾚペﾙ
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130km不確かさ考慮②(北傾斜)by壇の手法
敷地前面海域

の断層群
川上伊予全休設定方法記号 単位断層パラメータ

33。48‘0'’

132･50'47"

33。41'12’’33．25’20'’

’
北緯

西端断隔位置 132．31'2'’132Cl’42'’東経

N67.5E

30
－

右横ずれ

N67.5EN57E
－

30

[庇］８
－
が

走向 一
一
一

30
－

右横ずれ

[度］傾斜角

右横ずれずれの種類 ー

２
－
和

22
－

54－0

阿
一
”

断層上端深さ 〃
一
Ｌ
一
〃
－
８

39．0

26．0
－

1014．0

126.0断屑畏さ

26．026.026‘0[kin]断層報

858．014M｡3276.【〕[kmz]断層而積

3.31E+103.31E+103.31E+10[N/nf]剛性率
一

s油蓮庵

“
一
β

3．5 顕
一
”
一
頚

3－5[knys] 一
一
一
一
一

2．72．7[R/cm3]密度 P

1976） 2.52.5γ声0.72"(Gelleretal

腫他(2011）

kanamori(1977)

武村(1998）

D乱"U/("S)

嵐他(2011）

β'=“為副4『)“

Mo妄"、､3s

[km/s]破壊伝播速渡 〃『

1.74E十20
－

7．4

1.47E+202.41E+205.62E+20
－

7．8

[N･m]M1地震モーメント

7.4頑
一
一
一
邪

ﾓー ﾒﾝﾄﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ Mw

Ｍ
一
一

Mj気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ

518518
[c､］平均すぺり量 ，

343.43．43．4[MPa]
－

[N･In/s21

平均動的応力降下量 4ぴ

1~87E寺●191.72E十19'-,0E十193.36E+19
短周期レベル 』‘

9.69E+198.20E+191.34E卜203．13E+20全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

[N･m]MOa地震ﾓー ﾒﾝﾄ

239.1 29’-8391．3卿
一
一
一
煙

[k㎡］S2面積

103710371037
－

12．2

[cm]平均すぺり翅 DJ

12．2122[MPa]動的応力降下量 ﾑ1ヶ。

1.78E+19５０
ｊ汀
“

’
ゾ
８

小
。
ひ

ｆ
ｋ
副

の
り

４
．

祇
鄙

４
蝿

鑛
〃

1.64E+192.10E+193.20E+19[N,･m/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ 』回

9-69E+198.20E+191.09E+20第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
葱

[N･m]
■■Ⅱ■■■■■■■■■

[kif]
一

[c､］

地震ﾓールト M“

282.6239.1284.6
面積 Sll1

一

103710371159
平均すぺり量 Dml

12．2
－

1－78E+19

12．212‘2
-

1-79E+19

[MPa]実効応力
一

短周期ﾚﾍ4ル

ロ』I

1.64E+19
[N･In/s21A』I

ー

第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

2.51E+19
－

106．7
－

710
－

12.Z

[N･Tn]一
・
｜
諏
一
》
｜
鋤
一
紬

MO型

[knf]Sq2
ー

[c､］恥
一
恥
一
心

一
一
一

[MPa］

1.09E＋19[N､m/szl
一

7.69E+196.51E+191.07E+20[N･m]地護ﾓー ﾒﾝﾄ MOb 一
一
一
一
一
一
一

■

731.4618．910127[km2]背
最
領
域

而頓 Sも

318318318[cm]
－

[MPa]

平均すぺり量 p1，

24242.4
実効応力 グb

245-73E+185.27E+186.74E+18[N･m/E21短周期ﾚﾍ゙ ﾙ Ab
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－バﾗﾒｰﾀ表一
一一~一ロー~dー･ﾛ－

一一ーー＝ーー一口ー
I■■■■■■■■■■■■■■■■一

■■■一．‐‐‐一三一

130km不確かさ考慮③(南傾斜)by壇の手法
敷地前面海域

の断層群
川上伊予全体設定方法単位断層パラメータ 記号

33．46032御

一
州

ｆ

Ｏ２
〃

５２
●

３３ 33.39‘21”

’
北緯

断層位置 西端
132.32'28〃 132．52’23”

東経一

N57E N59E
-

80S

N57E

80s

右横ずれ

[度］走向
一

傾斜角

（
〃
一
亭
○

一
一
一 8OS[度］

右横ずれ右横ずれずれの種類

22 2[km]断層上端深さ 〃

33-0 39.054.0岬
一
唖
一
岬

[km]断膳長さ L

13．213－213－2[km] 州
一
一
“

断層幅 〃

514.8435-6712.8[k㎡］断I唇面積 S

3.31E+10
－

3－5

3.31E+10 3.31E測0[N/nf']剛性牢 一
一
一

似

3坦53．5[km/s]
－

[g/cmf]

S波速度 β

2.72．7
－

2．5

2．7
一

2.5

密度 ロ

2．5"芦0.72"(GcJleretD1.,1976)[kn,/s]破壊伝播速度 〃『
q

4,62田19
－

7．0

3-91E+196.40E+19
－

7．1
－

－

271

1.49E+20[N･III] 腫他(2011）

knnnmori(1977)
－

武村(1998)

D=Mo/("S)

壇他(2011)

地霞モーメント A"41

7.0刈
一
池
一
一
一
Ｍ

ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ゙ﾆﾁ王ド Mw

気象庁ﾏｸ゙ﾆﾁｭー ﾄ゙
ー

MJ 一

271271
平均すぺり量 [cm]，

3.43.43.4[MPa]平均動的応力降下量 4ヶ

1.33E+19"'=("fMf)05

MG戸"D&S抄

SN･4o/4o｡=0.279.Sr型泄,20ﾉ〃

、涙γu･、，”＝2.0

壇他,(2011)

|激‘割万β34α回(Sa/Jr)05

1．23E+191－57E+192.40E卜19[N･風/s2]短周期レベル 』。

2.18E+19 2．57E+19》
一
岬
一
恥

8-32E卜19全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

[N,m]地震ﾓー ﾒﾝﾄ A"0コ

121.4
-

543

143-5州
一
一

[km'2]面積 Sロ

543
平均すくり量 [c､］D、

動的応力降下量
12．212．212．212．2[MPa]4ヶa

1．17E+19 1.27B-191.49E+192-28E+19[N.m/gz1短周期ﾚペル 月0

。
■
申
。
・
・
』
■

2.18E+19 2.57E+192､90E+19

M4.5

607

第
１
ア
ス
ベ
リ
テ
ィ

M山ﾉ古ﾉ1．，卿ﾉ・Soj[N･m]地震ﾓー ﾒﾝﾄ M恥I

143.5121．4
[k㎡］面積

一

平均すぺり量

5，，1

543
-

12.2

、αﾉ｡｡〃ﾉﾉ"'ヨノ．，｡、γ』=崎〃
ず刺1－Aぴロ

543[c､］D41 一
一
一

12．2
－

1.27E十19

12．2[MPa]実効応力
一

短周期ﾚﾍ゙ ﾙ

ぴh1

1.27B･19("ﾉ庫.ﾉ"zびりﾉ侭｡'/汀ﾉ“ 1.17B･19[Nm/s21』･H1
一

第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

6.66E+18[N･m] 〃0.2瓠．Dq2･J回Z地錘ﾓー ﾒﾝﾄ MO廻
一

54.2[km2]S型面積
－

Dnz="2"'j4ノ.、｡、γJ=J･iか 372平均すくり量
F君

Lcm」D狸 一
一
一
一
一

12.2
-

7.80巴18

[MPa]実効応力
一

短周期ﾚﾍ゙ ﾙ

ぴ画=△す｡

』"2，.ﾉﾝzβ7",2iS､,2/Jzjoj

グ垂

[N-m/g21A垂

1.73E+19 2.04E+192.83B-19[N･II,] MOI長MU員〃“
－

sb=Sざa

地涯ﾓー ﾒﾝﾄ A'0b 一
一
一 州

一
価
一
郡
一
岬

岬
一
価
一
邸

514.2背
景
領
域

[kmz]面積 Sも

166D1副ｲ恥/("Sb)[cm]平均すぺり量 恥
一
恥

一
一
一 2-4[MPa]実効応力 ず卸,2.4ヶ岬

,46=4"2db(Sb/Jr)05 25,1bl 3.76Ef･184-81E+18[N･m/s2]短周期ﾚﾍﾞﾙ
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L－－－一
一 一 一 ～ロ－一

130km不確かさ考慮④(破壊伝播速度)by壇の手法
敷地前面海域

の断層群
伊予 川上

33．46’42p

132．52’16脚

股定方法 全体記号 単位断層パラメータ

|霞聡に
33°39'21'’

一

l3Z32’28'，

33.25’20‘'北緯
西端断脳位置

132.1'42”東経

N57E

90

右横ずれ

N59E
-

90

N57E[度］走向 8

90[度］噸斜角 が

右横ずれ右横ずれずれの糎類

2 22[km]断層上蟠深さ 〃
ｌ
Ｌ

ー

54.0 33．0 39.0126.0断層長さ [k､］

13．013．013_C 13.0断層幅 [k､］ 〃雫ﾉL〃

507.0702.0 429.01638.0[k'f] S=2(L×〃
一

脚邦2

断屑面積 S

3.31E+10岬
一
鈑
一
”
｜
獅

3.31日10[N/If]目ﾘ性率 皮

3.5 3-5[km/s]S波速度 β

2.727[g/cf]

■

密度 P

破壊伝播速度 、3．5 3.5[km/s] γI=βγ，

3.79Eﾅ19
－

7．0

4.48E+196.20B19
－

7．1

1.45腰20[N･m] 垣他,(2011)

kanamori(1977)

武村(1998)

D=Mu/(JJS)

地震モーメント MO

7.07.4ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ゙ﾆﾁｭーﾄ゙ Mw

7.9菟象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ Mj

267267267[cm]平均すぺり量 、

3.4 3.43-43.4[MPa] 塩他(2011)平均動的応力降下量 とld

,i'=(,fjMI,2)｡， 1.32E+191.22E+192.38E+19 1.56日19[N.m/s2]短周期レペル 』，

2.50日･192.11E十19全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

8.O7Eiさ19 3.46E十19

195.6

534

[N･m] Moｺ=""sS8地溌ﾓー ﾒﾝﾄ 恥
一
品 岬

一
知

岬
一
剛
一
陛
一
》

SZ=S･4｡ゾ4ヶ"=0279'1yr擬泄,2〃〃

Dn=γ】』．D，y"=2,.0

456.5[km2]面積
一

平均すぺり量 [cm]，． 一
一
岬 12．2 12.2[MPa] 壇他(2011)動的応力降下量 Jda

"d=4"2zld｡(s｡/jr)0=5 1．16E+191．48E+192.26E+19[N･m/R2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ

地霞ﾓー ﾒﾝﾄ

面積

ﾉ1画

蕊
１
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

2.50E+19

141.3

534

12．2

2.11E4．192●81E卜19

142.3

598

M"･イーノル、"ﾉ。S"ノ[N･胴］M1)薊I

119.6[kmz]SIll
一

""'華〃j"',ヨノ，、｡、yO=j･0"
口罰l＝△ロa

534[cm]
－

[MPa]

平均すぺり量 、,01

12.212．2実効応力 一
一
一

"句1

"nﾉ雷J"sd"J耐｡ﾉ/ﾉrﾉ岬
下

1．16E+19 1.26E+191.26E+19[N･m/烏型〕短周期ﾚﾍ゙ ﾙ 八脚1

第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

6.46E+18地涯ﾓー ﾒﾝﾄ
ｰ

面積

[N･m] Mo･2=J4．L)"2．s"ZMnn2

呼
一
姉

[kIf]β鐘 一
一
一

D"2=fi'z倒力･Dn,yj=j･J"平均すぺり量

実効応力

短周期ﾚﾍ゙ ﾙ

[cm]

[MPa]

【N･m/:s21

pa2

12．2C趣＝△ず回

β"2＝ｲが2d.2iS"2/""

α型

7.74E+18〃型

1.98E+19

365.7

164

1．68E』･192.75日19[N･､］ MOb=Muwc目地歴ﾓー ﾒﾝﾄ Mljb
ー

506.4 309.4背
景
領
域

[km'] Sbざ一s。面積 8＄

164164D"fob/("Sb)平均すぺり量 [cm]
－

[MPa]

pb

2.42.42.4実効応力 ぴI]=0.2.4ヶaグ1】

26’一 4.05B･18｜』‘ j4IF4"2"b(Sb/Jr)IJ5 3.73E例84.77E+18[N-m/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ
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OkmシリーズbyFujii&

地震動予測レシピでは,長大断層の知見としてF叩andMatsu'ura(2000)の平均応力降下量を用いる手法が提案さ
れていることに鑑み,130kmケースについては,この手法によるモデル化も行い,不確かさも考盧して影響評価する
こととする。

不確かさとしては,壇･他(2011)による検討結果から,影響が比較的大きい応力降下量と破壊伝播速度を考慮する。

を考慮するパラメータ

断層破壊伝播
傾 斜 角 速度

一 一 一 －

検討ケース

不確かさ

]降下量
期レベル）

断層破
傾斜角

アスペリティ

平面位置ｊ
量
恥

応力
(短周＃

破壊

開始点

No 長さ
(km)

アスペ

ティ深

リ

さ
スケーリング則’0WU寺

無'迂琵麺露識

検討用地震
敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

54
ー一

－

'一’ ’一
一

Mo:FM

△d:FM3.1MPa

Sa/S:21.5%

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

基本震源モデル
中央構造線四国西部

90度1.0倍 0.72Vs断層上端 3ケース1300

FM

FM3.1MPa

21.5％

Mo

Ao

Sa/S

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮①
応力降下量の不確かさ

90度 072Vs1.5倍or20MPa断層上端 5ケース1301

U

Mo:FM

Ao:FM3.1MPa

Sa/S:21.5%

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ|‘’

90度 1.0Vs1.0倍断層上端 3ケース1304

｜’

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。
○破壊開始点3ケースは,断層下端3ケース(東下端中央下端西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。
○FMはFLりiiandMatsu'ura(2000)｡Sa/Sはアスペリテイ面積比。

「1:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ

向:不確かさを考慮するパラメータ

や
恥

28
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130km基本,不確かさ考慮①(応力降下量),不確かさ考慮④(破壊伝播速度)byFujii&Matsu'uraの手法

【断層諸元】

・断層長さ:126km
・断層傾斜角；90．

．アスペリティ位置：上端
”破壊開始点：断層西下端，中央下端，東下端

（応力降下量ケースではアスペリテイ下端を追加） ’

③川上②伊予①敷地前面海域
EW

一・

平I1IIIIIIlIIIll ■

韓 ’
I 11 １

川
Ⅲ
１
１
１
。’

■
"LLU-LU

54kin F
艶一 産

W一

★:破壊開始点

☆:応力降下量の不確かさｹー ｽで想定する開始点

34。

値
一
一
潅
↓

坐
可

Ｂ獲
雇
↓「

鍜
一
槌
腰

一一

表
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

地
▽
仇

Ｃ
９

(B-B'断面)(c-c'断面）(A-A'断面）

133．132。

29

11

ロ1

90

■■■ ー

N II I IⅡ■

■■直 I ■■

I

Ⅱ■■

一
一
一
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130km基本byFujii&Matsu'uraの手法
敷地前面海域

の断層群
伊予 川上全体単位 設定方法断層パラメータ 記号

’
33？39’21“ 33.46’42"33.25’20”北緯

ー

断層位置 西端
132.52’16“132.1'42面 132.32'28“東経一

N59EN57E N57E[函走向 ８
－
６傾斜角 90 9090[度］

右梗ずれ 右横ずれ右横ずれずれの種類 価

２
｜
軸
一
皿
一
岬
岬
一
瓶

22断層上蟻深さ [k､］〃
一

■

54.0 33.0126.0[km]断層長さ L

13－013.0
-

1638‘0

13．0[km] 11ノィ必断層輻 〃

429.0702.0[km2] ，
一
犀

〃×Ｌく２一
一８断層面積 S

3.31E+103.31E+10

3‐5

2．7

[N/m2]》
｜
》
一
華

ｰ

ﾒｨ
ｰ

β
■

3.5[km/s] 一
一
一 2.72.7[g/cf]〃

2,5r芦0.72B(Gellereta1.,1976) 2.5 2.5[kin/s]破壊伝播凍庶 ’1

6.06笹19 7.16E+19
－

7．2

9.92窪192.31E卜20[N,m] F叩i＆MatsU,l1ra(2000）〃《）地震モーメント

ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ゙ﾆﾁｭF‐ﾄ゙ 7-17.37.5k8namori(1977）

武村(1998〉

D瓠〃o/("S)

Mw

即
一
二
卿

気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ MJ

427 427427[cm]平均すぺり量 、

3.1 3．1
－

1－40E+19

3．1[MPa] AoSIMPa(Fujii&MatsLI'ura2000)

'd'=('4f.fzdf)os

平均応力降下量

短周期レペル

血
一
郡 1,29E+191.65E卜192.52E+19

-

9.95E+19
－

352.2

[N･In/sz]

3-08E+194.27Eoﾄ1912．61E+19全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

地震ﾓー ﾒﾝﾄ [N･m]
ー

[km2]
一

[cm]

〃ogJDaSa

S=0.215･S(設定値SG,心魂1.5%)

DFyn･D，ソ〃＝2.0

Aぴ鄙び/0.215

MDa

10900
－

855

92-2150.9面積 恥
一
必
一
銅

855
－

14．4

855
－

14．4

平均すぺり趾
一

-

14.4 14.4[MPa]応力降下量

"FjMpzdda(S｡/Jr)05 1.20E+19 1．31E+191．54E十192.35E+19[N･m/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ A1

第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

3-08E+193.47B19
－

109.8

2.61E卜19[N･In] M"=I･D｡ﾉ・SoJ地霞吾ﾒﾝﾄ MM
一

109.0

855

92.2
-

855

[k㎡］面積 『鋤1

，｡J＝〃JZEy,Jノ.，｡、γ‘筐r‘/r

ぴ｡》=△鴎

ハ"ﾉーｨ頭zヶ｡I間｡J/JTjpj

956[cm]平均すくり量 Dsl

14.414.4 14．4[MPa]実効応力 ぴ出0

1.31E+191.31E+19 1.20E卜19[N･m/sz]短周期ﾚペﾙ A‘肌

第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

7.97B･18[N･m] MGgrT'･D｡2．s,2地薩ﾓー ﾒﾝﾄ MO唾

41－2[knf]面積 恥
一
恥 、｡｡=伽燭,J)･D"、γj=rrか

6,E=△c,‘

恋
一
叫
一
“

平均すぺり量 [cm］ 一
一
一
一
一

[MPa]実効応力 ぴ奴

A"2=.jjmz2o･m,2is"2/′『ﾉ“[N･m/s2]〃鉦短周期ﾚペル

3.46E+19 4-08E十195.65E+19
－

551.1

[Nm]

剛
一
《

恥
Ｑ
“″

袖
ふ
Ｍ

Ｕ
感
叡

Ｍ
３
．
、

地震←ﾒﾝﾄ

面積

平均すぺり量

MOb

398-0336.8
一

310

[knf]背
景
領
域

Sb

310310
一

2.9

[ぐm]Db
Ⅱ己

2.9 2.9[MPa]実効応力 一
一
一

ケb

秀一慌論 30J4F4"2ob(Sb/")u･5 4.60E+18 5.00E÷185.88E+18[N･m/Jfg)短周期ﾚﾍFル
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130km不確かさ考慮①(応力降下量)byFujii&Matsu'uraの手法
敷地前面海域

の断層群

】
室
画
』
】
字
二
二
一
一
ロ
二
『
。
“
■
■
勺

川上伊予

-

33･39’21“

全体設定方法記号 単位断層パラメータ

33．46’42”
-

132.52『16'‘

33025’20'’

’
北緯 一

一
一

一
一
一

西端断層位置
13r32’28'‘
－

N57E

132.1’42東経

N59EN57E四
一
個

走向 8

90
－

右橘ずれ

9090傾斜角 5

右機ずれ右横ずれずれの種類 ー

22
－

54．0

2[km]〃断層上鎧深さ

39．0
一

13.0

33.0126.0[km]断層長さ L

13．0 13.013．0[km] 11/罰肥断層幅 〃

507.0702.0 429-01638-0S=2(L×卿[km勺S断層面積

岬
一
率
一
”
一
頭

3.31E+10
－

3．5

州
一
噸
一
”
一
班
一
岬
一
加

"=p"2[N/m2]剛性率 似
一
β [km/s]S波揮庶

2.7[g/cf]密度 一
一
一

p

2．5rF0.72"(GellereLa1.,1976)[km/s]破壊伝播速腰 隣

6.06日19 7.16E+19231E+20Fujii&MaLsu,uraC0O0)

kanamori(1977)

武村(1998）

[N･､］ト
ド

ン
ェ

メ
ゴ

ー
ゲ

モ
幌

淫
池

地
↑

〃0
Ⅱ■■■■■■■

M w 7.1 7.27.5

8.1気象庁ﾏｸ゙ﾆﾁｭー ﾄ゙

平均すくり量

平均応力降下量

Mj

427
一

3-1

427427、瓠"u/("S)

Ao=3.1MPa(FUjii&Matsu!ura,2000)

4'Xj4為ｿif)"

[cm]， 一二

3.1 3.13.‘1[MPa]4ヶ

2.10E+191.93E+192.47腰193．77B･19[N･m/sz]短周期レペル 』．

3.08E+19》
｜
哩
一
‐
蹄
一
琳
一
岬

4.27E+199.95E卜19

352.2

全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

Mo妄〃、罫1

s剖削215･s(設定値SME=z1.5%)

、｡=γI】。D，γ〃＝2.0

[N･､］地震ﾓー ﾒﾝﾄ MOS

一
疵
一
小
一
岬

０●９０１150.9[kinF]面積 Sロ

855平均すくり璽
一

応力降下肚

[cm]
－

[MPa]

必
一
錘 21.6

-

3.53日19

21．6

・
ｏ

ｎ
》

ｊ

ｇ
ｗ
派
細

渕
ｗ
ざ

一
コ
ｆ
、
Ｊ

岬
《
沙

峠
掃
吻

2.31E+19[N･m/sz]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ （』

3.08日19
－

109.0

2.61E十19
－

92．2

3.47E＋19
－

109.8

第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

[N･m]地震←ﾒﾝﾄ MlkDl

[kmz]面積 S‘刺

恋
一
郡

D･ノョ〃ﾉZZ)'jjノ．D“、yO=rO"･ 唖
一
恥
一
岬

956平均すぺり量 [c､］、』！

21．6
－

1．97巳19

[MPa］ 碗】＝△画目

』"ﾉーｨ湖コグログバ｡ﾉﾉ卸“

実効応力 ぴ､I

1．96E+19[N･m/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ J4帥
■

7.97B-18第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

M“｡鄙I．D愉矛．S衝ユ[N･､］地涯←ﾒﾝﾄ M0画

41.2

585
－

21．6

[kmz]面讃 S狸

Doz－ﾙｺﾉZ)ﾉ,』ノ．Ddp、y'=｢J"
可3ｺ＝△ぴ88

[cIn]
一

[MPa]

平均すぺり量 “
一
恥
一
鉋

実効応力

』"2＝J”2ぴ｡2侭｡2ﾉ”” 1.21E+19[N･m/s2]短周期ﾚﾍﾞﾙ
一

3.46E+19
－

336.8

4.08E+195.65E+19
－

551.1

310

《
一
轟
呼
》

[N‘､］地震モメント MOb

398.0背
景
領
域

[km2]S1'面積
ー

310310[cm]平均すぺり量 Db

4.34034.3[MPa]実効応力
一

α1,

31|[N､m/s2]| 6.89E子18 7．49E+18A,認姻2･b(Sb/Jr)'j5 8.82E十18[N･rn/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ’ 』b
。
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130km不確かさ考慮④(破壊伝播速度)byFujii&Matsu'uraの手法
敷地前面海域

の断層群
川上伊予全体設定方法記号 単位断層パラメータ

師

一
州

２４
ｒ

６４
●

３３

’
33.39'21“33.25‘20”北緯

ー

一
一
一

西端断暦位置
132032'28'’132･1′42廓東経

幟
一
卯
一
袖

N57E
-

90

N57E[庇〕走向 β
’
８

■

90傾斜角 ［皮］
一

右横ずれ右機ずれずれの種類
一

画

2 ２
－
岬
一
岬
一
岬

2[kIII]断層上端深さ 〃
4

33.054.0126.0
-

13.0

[km]断層長さ L

13．013-0[km] 〃蔀泓断層幅 〃

429.0702.01638.0[km2] 功
一
》

×Ｌく逗一
一８断層面積 S

■
写

3.31E卜加
一

3－5

3.31E+10 3．31E+10
[N/㎡］剛性率

一

s波蓮度

一
一
一
一
一

瓜

3思･53.5[km/s]β

2.72.7 2.7[g/c,圃酊密度 ｐ
一
瞬 3.53．53－5[kIn/s］ ’芦β

Fujil&Matsu'ura(2000)

kanamori(1977)

破壊伝播速麿

7.16E+196.06E+199.92E+192.31巳20[N･m]地震モーメント MU

7-27－17-3祁
一
町
言

ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ゙野1戸ﾄ゙ Mw 4--

武村(1998）
一

D=A"o/("S)

気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭ戸ト Mj

427427427[c､］平均すくり量 Ｄ
一
釦 3．1

－

1．40E十19

3．1 3.13．1AG=31MPa(FUjii&Matsu!ura,2000)

"'=M!"f)0s

平均応力降下量 [MPa]

1.29E+191．65際192.52E+●19[N･m/sz]短周期レベル 4’

3-08E1.192.61E+19

92．2

855

14．4

4-27E+199.95E+19全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

[N･m] Moa="DaSa

S鍔0.215.S(設定値so心=215%)

、炉γ、。D，ルーユ0

4ぴ－A｡/0.215

地薩ﾓー ﾒﾝﾄ MO1

109.0
一

855

150.9352.2[k㎡］面積 so

855平均すくり量 [cm]、3

14.414.4 14.4
-

1.54E+19

[MPa]応力降下量 4ヶ仙

1.31日･19泓嵐=I"24dd.(Su/Jr)o･5 1.20E・卜192.35E+19[N･m/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ AJ

3.08E+192.61E+19第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

3.47B19
－

109.8

M(AwJ="･D衝ﾉ・SoJ[N･m]地垂ﾓー ﾒﾝﾄ M0．1
一

面積
109.092.2

[knf]Sal
ー

855
つ

りﾛﾉーﾙﾉZZ)''』ノ･D0｡、γ,＝j･’ん

鴎1謎ロ、

855956平均すぺり量 [Cl､〕必
一
四 14－414－414．4[MPa]実効応力

1.31E+19』"f＝ｨ翅2ヶ画ﾉ耐|dzj/"ﾉ“ 1.20日191.31E+19[N･､ﾉs21短周期ﾚﾍﾞﾙ 〃J1

7.97E+18第
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

[N･m]
－

[km2]

MEz="-D｡2・母｡。地震ﾓー ﾒﾝﾄ
ｰ

面積

Mp型 一
一
一
一
一
一

41．2Sa2

DI,z="2"yfjノ・on，γ,=j･0ん

d鰹=△唖ロ

バ"2＝ｨ”2ぴ‘'2侭"2/ﾉrj“
MOb瓠fo-〃Ua

S誌ざ風

585[c､］平均すぺり量

実効応力

短周期ﾚﾍ゙ ﾙ

、廻

14．4[MPa]
－

[N･JII/s21

｡$、

8-03E+18/l血
ー

4．08E+19
句

曲
■
■

3-46E+195.65E卜19[N･m]地稚ﾓー ﾒﾝﾄ MOI！ 一
一
一
一
一
一

岬
一
如
一
麺

551.1 336.8背
景
領
域

[km2]Sb面積

310310[cm]平均すぺり量 Db

2．92．9[MPa]実効応力 ｡.11

325.00E+184.60E+185.88E卜18[N･m/s:2]短周期ﾚﾍﾞﾊ 拙1，
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r一一一一一戸一君

＝

解析ケース⑤54kmシリーズby増⑲菫法
不確かさを考慮するパラメー

ボ下量断層破壊伝ポ
レベル）傾斜角速度

-タ
ーー

播アスペリティ
平面位置

不

壊応力降丁
合点（短周期し｜No.

－

長さ
(km)

破断
慨

破
吻開

検討ケース スペリ

ィ深さ’ア
テ

スケーリング則
角し） 1

■u，

l-l
検討用地震
敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

基本震源モデル
敷地前面海域の断層群

ー

54
ー一

一

’
一

一

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

壇。他(2011）0.72Vs
～

90度1.0倍断層上端 3ケース540

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

壇。他(2011）90度 0.72Vs1.5倍or20MPa断層上端 5ケース541

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

壇。他(2011）0.72Vs北傾斜10倍断層上端 3ケース542

壇。他(2011）南傾斜 0.72Vs1.0倍断層上端 3ケース543

地質調査結果を基に，
敷地への影響も
考慮して配置

敷地正面のジヨグに

配置

壇・他(2011）0.87Vs90度1.0倍断層上端 3ケース544

|'暇’ 壇。他(2011）0.72Vs90度1.0倍断層上端 3ケース545

不確かさ

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。
○破壊開始点3ケースは,断層下端3ケース(東下端,中央下端,西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。

r一コ:予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
「司:不確かさを考慮するパラメータ

＃≦
um1D白1

－ －■－－

34
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54km基本,不確かさ考慮①(応力降下量),不確かさ考慮④(破壊伝播速度)by埴の手法

基準点
E132｡1'42"

N33｡25'20''

【断層諸元】

・断層長さ:54km
｡断層傾斜角：90．

．アスペリティ位置：上端
･破壊開始点：断層西下端，中央下端，東下端

（応力降下量ケースではアスペリテイ下端を追加）

（
匡
茎
）
つ
・
国↓Ｅ

一
W

⑥汐

’｜
｜
’

（
苣
〉
一
）
つ
画
一km

－

500

_----.---__一一

34.00'
Hも 一0

』囑蕊這参

簿 鶴
f""jiT

ゾjj‐ ノ

｝
〆

★：破壊開始点

☆：応力降下量の不確かさｹー ｽで想定する開始点
、
、
勢

ヂ！

断層モデル図

A地表
よ◇o

U8､ﾊf式等､ﾍ､
ヘ
遙

：：基準点
/E132｡1'
>N33｡25'

A'

~--上端深さ:2kmＦ
■
■
卜
０
日
ｈ
Ｐ
Ｉ
ｑ
Ｉ
■
■

■
■
■
■
■

90。

33.30'

7
受竜垂一ド

Ｉ
Ｉ

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

r』一、＝3
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｒ

踏

一‘＝・持

織＆

I・１’
１
－
‐
ロ
ー
Ｉ
１
ｐ
－
ｌ
ｏ
Ｉ
１
ｊ
‐
ｌ
Ｕ
１
』
■

〃

寧
塀

ウ

イ
〆
絢

一鴛雲群、－－‘汀到

ト
ー

(A-A'断面図）

5My7フシグーズ(蘆の手法ﾉのモデル図ぱ學加Aγ77

シグーズf唇の箏法ﾉの前面海域セク><ﾝ/息と同

じである。不確かさ②，③，⑤のモデルぱ
紹伽77シグーズ差参照のこと。

35

塁
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断層位置図
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一パラメータ霧一
一一一ｰ_一■

一‐
－

by壇の手法不確かさ考慮①～⑤54km基本，
不確かさ⑤
敷地花而

不確かさ④
破壊伝掃速度

不確かさ③
南傾斜

不確かさ②
北傾斜

不確かさ①
応力降下量

基本

一

33．25’20画
－

132．1’42〃

基本ケースの設定方法単位記号断層パラメータ

33.25'20” 33．25’20”
－

132．1'42，’

33.25’20．33.25’20”33.25’20

’
北絲

断層位置 西端 132.1’42“ 132.1’42‘『132.1′42''132.1’42'’束絲

N57E

90

右横ずれ

N57E

BOS

N57EN57E
－

30
－

右検ずれ

N57E
一

90

N57E
－

90
－

右樹ずれ

[庇］走向 β
－
６
一
二
″
一
一
Ｌ

90
[庇］傾斜角

一

ずれの種類
右横ずれ右横ずれ右樅ずれ

222
■■■■■■■■■■

54．0

222
－

54．0

[km]断層上端深さ

54.054.054.0
-

26.0

祁
一
岬
一
皿

[km]断層長さ
13．013－013－213－0哩

耐

〃詔/L
－

S=2(L×〃

断層幅
一

断層面積

I〃

702.0702.0712．8
－

3．31E+10

1404.0

3.31E+10

3．5

702.08

3.31E+103．31E+103.31E+103.31E+10[N/㎡2]剛性率 〃

3‘53.53.53.5
-

2.7

3.5[km/s]S波速度 β
”
一
函

2.72.72.7
■■■■■■■■■■■■■

2.5

2.7[E/crnM]密度 p
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塵蕊懸’
平成26年11月7日

審査会合資料再掲
添倣 鮒

(a/石ﾉー

解析ケース⑥54kmシリーズby入倉｡三宅の手法
地震動予測レシピでは,入倉｡三宅(2001)のスケーリング則とFLﾘilandMatsu'ura(2000)の平均応力降下量を用い
る手法が提案されていることに鑑み,54kmケースについては,この手法によるモデル化も行い,不確かさも考慮し
て影響評価することとする。

■
■
Ⅵ
■
ｑ
ｊ
８
ｑ
４
ｄ
■
■
Ⅱ
■
１
１
４
９
４
１
１
１
１

不確かさを考慮する

(織蔦辿〆鵬1
一一一一二二一一一一一一

応力降下量

パラメータ

破壊伝播
速度

､ヱーョ

アスペリティ

平面位置
スペIノ破壊

ィ深さ開始点
一~一‐1－~~一~‐一一

ﾄー

鳥|砿
応力I

(短周期
壊
聰

検討ケース 長さ
(km)

アスペリ

ティ深さ

No スケーリング則
し）開

検討用地震
敷地前面海域の断層群
（中央構造線断層帯）

基本震源モデル
敷地前面海域の断層群

一

｜ー54
ーP

ー－－
ー

ー

入倉･三宅

FM3.1MPa

21.5％

Mo

△ d

Sa/S

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

90度 0.72Vs1.0倍断層上端 3ケース540

入倉･三宅

FM3.1MPa

21､5％

Mo

Ad

Sa/S

地質調査結果を基に

敷地への影響も
考慮して配置

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮① 90度 0.72Vs1.5倍or20MPa断層上端 5ケース541
応力降下量の不確かさ

入倉･三宅

FM3.1MPa

21.5％

Mo

Aぴ

Sa/S

0.72Vs北傾斜1.0倍断層上端 3ケース542

:入倉･三宅

:FM3.1MPa

?21．5％

Mo

△d

Sa/S

0.72Vs南傾斜1.0倍断層上端 3ケース543

Mo:入倉･三宅

△ぴ:FM3.1MPa

Sa/S:21,5%

地質調査結果を基に
敷地への影響も
考慮して配置

不確かさ考慮④
破壊伝播速度の不確かさ

90度 0.87Vs1.0倍断層上端 3ケース544

Mo:入倉･三宅

△ぴ:FM3．1MPa

Sa/S:21.5%

不確かさ考盧⑤
アスペリティの平面位置の
不確かさ

敷地正面のジヨグに

配置
0.72Vs90度1.0倍断層上端 3ケース545

○経験的グリーン関数法で地震動評価を行う。
○破壊開始点3ケースは,断層下端3ケース(東下端,中央下端,西下端)。5ケースはこれに敷地前面海域セグメントのアスペリテイ下端2ケースを追加。
○FMはFLﾘiiandMatsu'ura(2000)｡Sa/Sはアスペリテイ面積比

I==]:予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
「弓司:不確かさを考慮するパラメータ 38
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誘獄鯛 平成26年11月7日

審査会合資料再掲藷ぞテ〃一

－

54km基本,不確かさ考慮①(応力降下量),不確かさ考慮④(破壊伝播速度)by入倉･三宅の手法

【断層諸元】

・・断層長さ:54km

･断層傾斜角：90．

．アスペリティ位置：上端

”破壊開始点：断層西下端中央下端東下端

（応力降下量のケースではアスペリテイ下端を追加）

基準点
E132｡1'42"

N33｡25'20''
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平成26年11月7日

審査会合資料再掲
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■■■■■■ﾛ■■■■■■■グーー~‘■『』

54km不確かさ考慮②(北傾斜)by入倉･三宅の手法

基準点
E132｡1'42"

N33｡25'20"

【断層諸元】
・断層長さ:54km
・断層傾斜角：北傾斜30.
．アスペリティ位置：上端

・破壊開始点：断層西下端中央下端，東下端
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平成26年11月7日
審査会合資料再掲砿 … … 鱸 菌目 一蛎善テ沙一

一一一一

54km不確かさ考慮③(南傾斜)by入倉･三宅の手法

基準点
E132｡1'42''

N33｡25'20''

【断層諸元】

･断層長さ:54km

・断層傾斜角：80．

．アスペリティ位置：上端

･破壊開始点：断層西下端，中央下端東下端

（
三
エ
）
ロ
函

（
声
三
）
国
・
の
一

ｊ
ｌＥ

ｌ
W

。
l lllllill

l l l l l l I I l
llllllll第慢

第'1了ス|ペ|ノティlllI
IIIILLIII

へ

54．0(km)

■
■
■

ノテイ
km

■－－－－

十 ゴ÷
500

ﾄ

34．001
一一'一一

＝

』蕊客溌、 賓鯲《電ノノ
零

，

1
／＃．

1両

★☆☆：破壊開始点

断層モデル図
＝。

ノ

ｆ
〃

１
５

り
ふ
。

○
◎

ず

点
躯
銘

一

準
一
当
Ｉ

宰

烹

雫

認

賢
恥

」
》

《
‐

A'A
地表

~~~‐上端深さ:2km
80。'1

33．30

,’

13km

’

週
■
４
Ⅱ
ト

ー
１
１
９
１
４
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
‐
Ⅷ
肌
川

１
１
１

(A一A'断面図）

33．00 に1 ’

131。30' 132．00' 132｡30' 133．00’

41



’
赫鐡 鮒 平成26年11月7日

審査会合資料再掲
一鱸ぞテ〃'一

一一
一一一一一一

54km不確かさ考慮⑤(アスペリテイ敷地正面)by入倉･三宅の手法

基準点
E132.1'42'′

N33｡25'20"【断層諸元】
“断層長さ:54km

･断層傾斜角:90．

.アスペリティ位置：上端

”破壊開始点：断層西下端，中央下端東下端
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54km基本,不確かさ考慮①～⑤by入倉･三宅の手法

不確かさ①
応力降下量

不確かさ②
北傾斜

不確かさ③
南傾斜

不確かさ④
破壊伝播撞庇

不確かさ⑤
敷地正而

単位 基本ケースの設定方法断階パラメータ 記号 基本

’
北緯 33.25'20“ 33p25’20脚 33.25’20” 33．25’20'’

132.1’42”

33.25’20“ 33.25′20”一
一
一

断層位置 西端
東窪 132.1'42回 132.1'42” 132摩1’42” 132．1’42，， 132.1’42″

走向 [度］8 N57E N57E N57E N57E N57E N57E
-

90傾斜角 [度］5 90 90 30 8OS 90

ずれの穏類 右横ずれ 右横ずれ 右横ずれ 右横ずれ 右横ずれ 右横ずれ

断層上端深さ [km]〃 2 2
-

54-0

2 2
－

54．0

2
-

54.0

2
－

54．0断層長さ Z [km] 54.0 54.0

断湛幅 [km] 〃顎〃 13．0〃 13．0 26.0 13－2 13．0

702.0

3.31日10

13△0

断層面積 [km2] S＝2(L×肋S 702.0 702.0 1404.0
-

3.31E+10

712－8 702.0
-

3.31E+10脚=”2剛性率 [N/if] 3－31E+10 3.31E+10 3-31E寺･10〃

’S液連座 [km/s] 3．5 3．5

2‘7

25

3.5 3．5 3-5 3.5β

。

密度 [R/cm3] 2-7 2.7 2．7
一

25

2．7
－

3．0

2．7p

破壊伝播疫庵 [kIn/s] r戸0.72β唾e】】ereta].‘1976）〃， 2.5 2.5 2.5

地握モーメント [N･m] 入倉･三宅(2001)M,‘ 2.74E+19 2-74E+19 1．10E+20 2．83B･19 2.74E+19 2"74E+19
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

2.33E+19

3.1‘ぴ 3．1

4'=似§甥13)“短周期レベル [N,m/s2] 1.65E+19 1.66E+･19』。 1.65E+19 1.65E+19

。
■
字
画
画
ロ
■
字
■
。
ロ
”
。
】
ロ
ロ
由

全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

地准←ﾒﾝﾄ [N･IY,]〃01 MO馥叫〕寂目 1．18E+19
－

150.9

1.18E+19 4.71E+19 1.22Eﾅ19
－

153.3

1.18E+19
－

150.9

1.18日･19
－

150.9面積 [knf] SF0#215.S(設定値so芯=2]@5%)S』 150.9 301.9

平均すくり風 D』 [cm] D副=.yD･D、ソ〃＝ZO 240236 236 472 236
－

14.4

1.54E+19

236

応力降下量 [MPa] Aca=△c0.215 14.4
-

1.54E+19

14．4‘ぴ。 21．6
－

2.31E+19

14．4 14.4
-

1.54E+19i4d=4"2ddn(Sa/Jr)0･5[N.n,/s2]短周期ﾚﾍﾞﾙ 』。 2．18E卜19 1.55E+19

第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

地震ﾓー ﾒﾝﾄ MO則】 [N･､］ M伽ﾉーﾉｨ．DoJ･SoJ 9‘59B18 9‘､59E+18 3.83E+19 9.88E･卜18 9.59E十18

109.8

264

9.59E+18

面積
一

平均ずぺり量

[kmz] 109.8
-

264

109‘8
－

264

219.5
-

528

111-5鋤
一
恥

凸

109.8

264

14′､4

、ロノ』ﾛ伽/鰯ﾉ,｣)･D｡．y,=ｼ･’"〃[cm]
－

[MPa]

268
■ﾛ■■■■■■■■

14.4実効応力
一

短周期ﾚﾍﾞﾙ

14．4 21.6
-

1.97E+19

14．4け｡】＝AIT:！ 14－4グユ！

fiZ,ノー.＃"2"(,JIS"J/汀ﾉ“[N･in/s2] 1．86E+19AJI 1..31E+19 1-32E+19 1．31日･19 岬
一
》
｜
岬
一
皿
一
岬
一
岬
一
岬
一
却
一
師
一
迦
一
》

節
２
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

.’地歳ﾓー ﾒﾝﾄ [N･m]
－

[km2]

MOaz
－

S廻

M0.2部《・DCユ・ぷ｡2 2.20E+18

41．2

162

岬
一
岬
一
・
唖
一
坤
一
》

8-81E+18 227E･卜18 州
一
帷
一
哩
一
岬
一
《

面積 82－3 41．8

DIJ2=ルー鰯0jノ･D"､y,引曾〃平均すくり量 [c､］、廻 323 164

実効応力 [MPa] 14‘4 14．4 14.4け｡ﾕー △ぴおケ唾

#1.2垂4”2ぴ｡2ｲ3.2/Jrjoj[N･m/s2]短周期ﾚﾍ゙ ﾙ 8-03E+18 1．14E+19 8．10E+18Aa2

地霞ﾓー ﾒﾝﾄ [N,m] 〃0b瓠"n-MO。 1.56E+19

551．1

86

4.3

8.82E+18

1.61E+19M姉 1.56E十19

551.1

86

2－9

6.25E+19 1,56E+19

背
景
銅
域

[km2]面積 恥
一
ｍ

S誌=Sp

DMfob/("Sb)

1102.1 559.5 551.1

平均すぺり量 [c､］ ｍ
一
邸

87 86

実効応力 [MPa] 2.9 2,9ぴF0．2．4ヶ。α11
■
画
Ｐ

43,4IF4"pzrb(Sb/jr)03短周期ﾚﾍFル|"bl[N･"周ﾕ1 5-88E+18 8．31E+1815．92E+1815．88E0．18
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添献鮒

瀕津邦／

I I

－＝－＝■ｰ＝

震源モデルの設定条件
－－－－一一

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－

一

－悪悪意叩ｱｽぺﾘﾃｲの位置｜傾斜角
検討ケース

地震規模I断層面の位置
No

【

0

1

検討用地震

1649年安芸。伊予の地震

基本震源モデル

想定スラブ内地震

M6.9

M7.0

既往最大

｜芸予地震モデル

M7.0

既往最大

2

3

4

アスペリティ深さの不確かさ

アスペリティ上端モデル

地震規模の不確かさ

M7.0

既往最大

M7.2

M7‘2モデル I

M7.4

敷地東方の低角共役断層

1649年の地震の

震央位置

敷地真下

敷地真下

敷地真下

敷地真下

敷地東方

－

※

破壊開始点

2個所

破壊開始点

3個所

破壊開始点

2個所

破壊開始点

2個所

破壊開始点

2個所

一

※

海洋マントル上端に
配 置

一

※

90。

2001年芸予地震の知見

2001芸予

アスペリティを断層

上端（海洋性地殻上
端）に配置

海洋マントル上端に
配置

海洋マントル上端に
配置

2001芸予

55｡W

90。

90°

30。

(低角共役断層）

※:検討用地震の選定では断層最短距離を用いた距離減衰式で影響評価を行ったため想定していない

｢－1:予め基本震源ﾓデﾙに織り込む不確かさ
｢司:不確かさを考慮するパラメータ

#＝
U口NbEm

’

備考

2001年芸予地震の再現
モデルをM7.0にスケー
ルァップ

一

45



11 ’添献 鮒

海津邦診-糸
平成26年5月23日

審査会合資料再掲
一塁筑離審釧'一

一一一■－－－－一一‐

｜

ローー

１
１

|検討用地震

I不確かさの考慮

1649年安芸"伊予の地震

地震発生位置の不確かさを考慮して敷地真下での発生を想定し,さらに地震規
模として既往最大の規模であるM7｡0(1854年伊予西部)を採用(これを想定ス
ラブ内地震とする）

加えて断層モデルでは,破壊伝播方向の不確かさを考盧して破壊開始点を2箇
所に設定

これらを予め基本モデルに織り込む

k m
－ － －

」50 S0 N 八 （
二
〉
一
）
つ
・
一
↓

1

34.00’
■■ 9．-一一一一一

＝
（
屋
〉
一
）
ぬ
。
の
一

寿 ’ 坐
州

．W
－

|‐
33°30‘ J

&j
d

断層モデル図

★☆：破壊開始点

洪地表A'
一=

河
上端深さ:41km

野
郡
唖
一
皿
０
．
４
８

I

33．001 ’1
’一

133．001131｡30'132.00! 132｡30'

○モデル化は笹谷"他(2006)に基づいて行う

(A一A'断面図）
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|蕊鰹懸’
平成26年5月23日

審査会合資料再掲--蝿悪気〃一

ロ■q●d
輔ゆ卓

一

①芸予地震モデル

旦一』km
l■■■■■■■■■■■■Lー一■

『 pU

O50

N （
Ｅ
）
一
）
ｏ
・
一
↓

基準点
E132o

N33。

34。 00

22'1

33f

（
匡
二
）
つ
・
ぬ
一

」’
33。 30

ヘ地表断雰デﾙ図 ★☆☆
：破壊開始点一=－= 一

１
１
１

上端深さ:41km、

33｡ 00

133°00‘132，301132．00’131．301

(A-A'断面図）

断層面は2001年芸予地震の震源モデルを参考にして設定
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|塞禦灘’
添 猷 剛

蔵議刻〃
平成26年5月23日
審査会合資料再掲

J蹴層モデル一

②アスペリティ上端モデル

基本ケースはアスペリテイ上端を海洋マントル上端に配置しているが,これを海洋性地殻上端に
配置した検討を行う。

km
－■■－

－↓50 S0 N 八 （
匡
二
）
ｏ
・
一
ず

34.001

爆孝響 一＝－3

』．で努．~ミ

海洋性地殻

海洋マントル

一一一

一
↑

一

一
一
一
一
『
ｚ
一
一
一
一
一
・
、

洋
陸
注
州

い
」
ｌ
陰
Ｉ
Ｆ
」
し
』
ｌ
↑
’
一
‐
」
‐
」
「
匂
ｆ

一
一
一
一
戸
望
一
一
一
一
り
冬

‐
ヨ
ー
ヨ
ｌ
「
ヨ
前
「
ヨ
ー
ヨ
ー
「
三

●

勺

（
Ｅ
》
）
四
・
の
一

、
》
Ｕ｡

‐

~、
■
■
■
一
■

！
’★

I
33｡30'

＝a
Iや

断層モデル図

★☆：破壊開始点

A地表A'

１
１
１
１

ロ

"

1

１
１ 上端深さ:411<m
LI

M

33．001 国一一『ー一一・一‐一ーー

133．00，132．30!132．001131．30‘
(A-A'断面図）

○モデル化は笹谷"他(2006)に基づいて行う

孝 一
u即DEN
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|墓鱒懸」
平成26年5月23日

審査会合資料再掲
》
》
一

－』鞆唇ぞ気紗一

一一一一

③M了2モデル

敷地直下に想定する地震規模をM7.2とした。

km

_L50 S0 N △
I

（
匡
二
）
つ
・
一
奇

34．001

4

FR計-1-H
（
三
茎
）
・
・
ぬ
一

■■■■

ア1スベリテイ
~~~｢一ll

－し☆一L一
38.4(I<m)

’
一

ｷー
-‘申,

33.301
込冒

1 …

断層モデル図

☆☆：破壊開始点

A地表A'I

可
(A-A'断面図）

上端深さ:41km

33.00、 一
｢0

133．001132。301132．001131.30,

○モデル化は笹谷｡他(2006)に基づいて行う

＃=一
凹酬DEN
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’ ’
平成26年5月23日

審査会合資料再掲
添獄鮒

瀕筆ﾌZ〆 －鱸ぞ完ルー

8

1

④敷地東方の低角共役断層

当該地域で通常発生している高角断層と共役の断層
面を持つ低角断層(傾斜角30度)を敷地東方に想定す

34 ■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
｜
■
■
■
■
■
■
■
ヨ
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
腓
ト
ロ
ロ
■
■
■
■
■
旧
旧
旧
旧
旧
旧
■
■
旧
旧
■

る。

地震規模はM7.4とする。

断層の走向はプレート上面の等深線に沿う方向
(N30｡E)とする。－－－－－－－

50

33

133‐

松崎ほか(2003）

132131

34.00'
｡一一一一ー

壹 零
。電鍔

一一､虹
｜■

4

こつ。
_型へ

』

上NESW △ （
星
〉
一
）
つ
・
一
奇

■
１

I
凸
■
■
０
■
二
』

一

A

’ 11

Ｌ
Ｌ
、
１
１
４
／

や

《
錦が１》

Ｌ卓
。
‐
４
１
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
日
日

１
１

アスイ､く’ ノテ．（

（
室
〉
一
）
つ
国33．30一

。
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
■
１
１
０
１
１
０
川
ｌ
則
川
副
町
Ｍ
■

■
■

１

．

Ⅱ

４

ｐ

１

Ｉ

Ｉ ☆｜｜’ ヨ ら

一乳一戸

0

局薑鐸W、"一寮
’ 43(km)

雪

断層モデル図

★☆ 破壊開始点
f

A地表A'

一＝－－＝一

上端深さ:4''《”くﾐミ

33.00’
133．001132‐30，132..00,131．30！

○モデル化は笹谷･他(2006)に基づいて行う

戸

(A-A'断面図） 50



|塞鰹鰯’
平成26年5月23日

審査会合資料再掲
瀞献 酬

海津ﾌZ′ 一バラズータ鋳〈塞或ケー弓ズ)一

断層パラメータ’記号設定値根拠

|地震ﾓーﾒﾝﾄMoal.58×1019N･m="DaSa

根 拠設定値断層パラメータ｜記号

’
敷地直下にアスペリ

ティ中央がくるように
配 置

断層位置
一

１
１

笹谷他(2006）

=1.25×10-16×Mo[dyne･
Cm]2/3

笹谷他(2006）

=1.25×10-16×Mo[dyne‘
cm]2/3積

均
’
－
１

面
平

全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

1
-

2001芸予

ﾛ

67.6km267．6km2面積 S･S･
走向 6 N180E

’デイレクティビティ考慮90。傾斜角
一

6
平均すくり量平均すくり量

応力降下量

=2.0D=2.0,486cm486cmD:、D:、
一■＝.－

断層長さ
｜
》

Ｗ２一
一26.1km

－

13.1km

■

77.6MPa l＝△ぴ×S/Sa77.6MPa l＝△ぴ×S/S③ロaロa

断層幅 W

地震モーメント|Mobl2.40×1019N･m地震モーメント|Mobl2.40×1019N･ml=Mo-Mo｡

’
=49/16×兀484Mo2/(
Sa×A2)

341.5km2断層面積 S 背
景
領
域

E■

273.8km2面積 =S-SaSb

平均すくり量
微小地震観測断層上端深さ 41.0kmH

=Mob/("Sb)183cmDb

同心円状破壊伝播形式
=Db/Sbo･5･Sa0･5/Da.O･a実効応力 18.4MPaぴb

円形クラック応力降下量 15.37MPaAC

地震モーメントMo

ﾓー ﾒﾝﾄﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ Mw

Kanamori(1977)

=101･5Mw+9･1
3.98×1019N･m

=MJ7.0

気象庁ﾏグﾆﾁｭー "IMJ 7．0

=p62=3.0×4.02×1094.80×1010N/m2剛性率 u

=Mo/("S)平均すくり量 243cm，

s波速度 β 4.0km/s

Geller(1976)破壊伝播速度 2.88km/sVR

笹谷他(2006）

二9.84×1017×Mo[dyne･
cm]1/3

AI7.24×1019N･m/s2短周期レベル
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|蕊鰹懸’
平成26年5月23日

審査会合資料再掲
》
》 ぞテル)一一バラ〆ー夕蒙r

－－

断層パﾗﾒー ﾀ｜記号断層パﾗﾒーﾀ｜記号’ 根 拠 根拠設定値 設定値

全
ア
ス
ペ
リ
テ
イ

東経:132.22'15"
北緯：33．33′6"

地震モーメント Mo｡|7.96×1018N･ml="DaS｡断層位置

’ 46.2km2I=0.1S(2001芸予）面積 S
a

2001芸予走向 8 N180E

平均すくり量ID｡ =20D359cm
2001芸予55。傾斜角 6

断層長さ
一

断層幅

応力降下量IAo｡|97.8MPal二Ao/0.131.5km
－

15.0km

Ｌ
一
Ｗ

’6.48×1018N･mIS1.5比で配分地震モーメントIMoa!地震モーメントMoal

面積Sal

平均すくり量Dal

l｡Ⅷ実効応力

＄

第
１
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

１
１
１

2001芸予をスケーリン

グ(ocMo2/3)

微小地震観測

462.0km2断層面積 S 33.6km2 =Sa×16%/22%面積 Sal

=Moa,/("Sa,)平均すくり量IDa! 401cm断層上端深さ

破壊伝播形式

41.0km
一

同心円状

H

＝△ぴa97.8MPa
ー

｜円形ｸﾗｯｸ9.78MPa応力降下量
地震ﾓー ﾒﾝﾄIMo.211.49×1018N･mIS1･5比で配分第

２
ア
ス
ペ
リ
テ
イ
ー

’
Kanamori(1977）

1019N｡、地震モーメント 3.98×

|=s｡×6%/22%12.6km2

1=M,.,/("s｡2)246cm

面積 |s｡"

平均すくり量ID"

=101.5MW+9.1

|=M』ﾓー ﾒﾝﾄﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ

’気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ ＝△ぴ
a

＝△ぴ
a実効応力 97．8MPada2

4β0×10"N/m‘｜=pβ2=aO×402×10,！剛性率
地震モーメントMob3．18×1019N･m

面積Sb415.8km2

3.18×1019N･ml=Mo-Mo,

｜=M,/(似S）180cm Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

背
景
領
域

面積 415.8km2 1=s･-s｡Sb
s波速度 β 4.0km/s

=Mob/("Sb)平均すくり量 160cmDbGel1er(1976)破壊伝播速度 2.88km/sVR

|実効応力短周期ﾚべﾙ｜△"’
=Db/Sbo･5･Sa10･5/Dal･△ぴa，|o｡|''DMP｡佐藤(2003）7.96×1011N･m/s'|
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’’
平成26年5月23日

審査会合資料再掲
蛎競 鮒

漣拳ﾌZ' )一テル－バラ〆~ﾀ霧r②穴ズベ

’
根拠根 拠 設定値設定値 断層パラメータ｜記号

巨
宕

「
Ｆ
〕

一
言
ロ断層パラメータ

’’
敷地直下にアスペリ
ティ中央がくるように

配置

地震モーメント|Moョ|1.58×1019N･ml="DaS｡
断層位置

笹谷他(2006）

=1.25×10~16×Mo[dyne･
cm]2/3

全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

67.6km2面積 Sa
2001芸予走向 8 N180E

デイレクティビティ考慮
’

90。6傾斜角
平均すくり量|D｡

応力降下量’。。

=2.0D486cm

=2W26.1km断層長さ L

77.6MPa l＝△o×S/Sa
=(S/2)0.5断層幅 13.1kmW

2.40><1019N･ml=Mo-Moョ地震モーメントIMob

’
=49/16×兀484M02/(
Sa×A2)

341.5km2断層面積 S

’背
景
領
域

273.8km2 =S-Sa面積 Sb

微小地震観測断層上端深さ 41.0kmH
=Mob/("Sb)平均すくり量|D&

’｡‘実効応力

平均すくり量|Db 183cm

同心円状破壊伝播形式
一

=Db/Sb0･5･Sa0･5/Da.Oa18.4MPa

円形クラック応力降下量 AO 15.37MPa

基本ケースと同一Kanamori(1977)

=101.5Mw+9.1M0l3.98×1019N･m地震モーメント

=MJﾓーﾒﾝﾄﾏｸ゙ﾆﾁｭー ﾄ゙ 7．0Mw

気象庁ﾏグﾆﾁｭー ﾄ.IMJ 7.0

=p82=3.0×4.02×1094.80×10IoN/m2剛性率 似

=Mo/("S)平均すくり量 243cm，

s波速度 β 4.0km/s

Ge1ler(1976)破壊伝播速度 2.88km/sVR

’
笹谷他(2006）

二9.84×1017×Mo[dyne･
cm]'/3

A|7.24×1019N･m/s2短周期レベル

■
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海弾フルート〃卿鵬卿一パﾗ〆豈窒鋳r副〃2審テル)一

根拠設定値断層パラメータ｜記号断層パラメータ｜記号’ 根拠設定値

3.15×1019N･m地震モーメント ＝uDdSaMoa
敷地直下に断層中央

がくるように配置
全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

断層位置 笹谷他(2006）

=1.25×10-16×Mo[dyne'
cm]2/3

107.2km2面積 Sa

2001芸予走向 9 N180E

平均すくり量ID｡ =2.0D612cm

デイレクティビティ考慮90。6傾斜角 巳

＝△ぴ×S/Sa応力降下量 77.6MPaぴa
=S/W

地震発生層の厚さより

断層長さ 36.1km
－

15.0km

L I

地震ﾓー ﾒﾝﾄIMoa,.211.57×1019N･m =Moa/2ア
ス
ペ
リ
テ
イ
ー
＆
２

断層幅 W

面積Sa1,253.6km2=Sa/2

平均すくり量Da1,2612cm=DC

応力降下量ぴa1,277.6MPa=Oa

地震モーメントMob4.80×1019N．m=Mo-Mos

iSb面積434 ,0km2=S-Sa

’
二49/16×兀484Mo2/(
Sa×A2)

541.2km2断層面積 S

微小地震観測断層上端深さ 41.0kmH

同心円状破壊伝播形式

地震ﾓー ﾒﾝﾄ|M0b4.80×1019N･m

l｣s，面積434,0km2

円形クラック応力降下量 Ao 15.37MPa
背
景
領
域

’
Kanamori(1977)

=101.5Mw+9.1
7.94×1019N･m地震モーメント Mo

早●

=Mob/("Sb)平均すくり量ID， 230cm

ﾓー ﾒﾝﾄﾏグﾆﾁｭー ﾄ"Mw 7．2

気象庁ﾏｸ゙ ﾆﾁｭー ﾄ゙ MJ 7‘2

剛性率〃4.80×1010N/m2

平均すくり量D306cm

S波速度β4.0km/s

破壊伝播速度|VR2.9km/s

=MJ
=Db/Sbo.5･S｡0.5/Da.O･a実効応力 20.2MPaO.b

凸
８
６
■
■
８
０
口
■
８
６
口
⑥
Ｄ
Ｆ
０
ａ
０
ｂ
■
■
０
■
１
９
■
■
■
日
日
Ⅱ
Ｈ
Ｉ
ｇ
ｇ
８
■
■
６
７
１
１
日
Ⅱ
Ⅱ
１
１
０

=p62=3｡0×4.02×109

=Mo/("S)

Geller(1976)

笹谷他(2006）・

=9.84×1017×Mo[dyne･
cm]1/3

AI9.11×1019N･m/s2短周期レベル
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設定値 断層パﾗﾒー ﾀ｜記号断層パﾗﾒー ﾀ｜記号’ 根拠設定値1

根 拠

I
地震モーメントIMo&|6.28×1019N･m地震モーメント｜Moo’6.28×1019N．、 ="DaSa

敷地直下に断層上端
中央がくるように配置

全
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

断層位置 笹谷他(2006）

=1.25×10~16×Mo[dyne･
cm]2/3

－

面積 169_9km2S割
G

I

N210｡E
－

30｡E

走向
一

傾斜角

８
－
６ 平均すくり量ID｡ 770cm =2．0D

共役断層

応力降下量 ＝△ぴ×S/Sa77.6MPaO
a

|L:W=2:1とした断層長さ 42.9kmL

M0.,21a14×10''N･ml=Mo./2地震モーメントア
ス
ペ
リ
テ
ィ
ー
＆
２

L:W=2:1とした断層幅 20.0kmW

85.0km2 |=Sa/2面積 Sa1,2
=49/16×7r484M02/(
SaxA2)

857_7km2断層面積 S

平均すくり量IDa1.2 770cm =Da

’微小地震観測断層上端深さ 41.0kmH
応力降下量 77.6MPa ＝OBO~a1.2

同心円状

15.37MPa

破壊伝播形式

応力降下量

－

地震モーメントIM6bl9.57×1019N･ml=Mo-Mo｡
円形クラック△ぴ

背
景
領
域

面積 687.8km2 |=s-s､Sb

|雪8測澗9"）1.58×1020N･m地震モーメント Mo
=MOb/("Sb)平均すくり量 Db 290cm

ﾓーﾒﾝﾄﾏｸ､ﾆﾁｭーﾄ゙ =MJ

｜Ob

7.4

’
Mw

=Db/Sb0･5･Sao.5/Da･da実効応力 19.0MPa

気象庁ﾏグﾆﾁｭ-}"|M｣'

剛性率以

平均すくり量D

s波速度β

破 壊伝播速度VR

7.4

4.80×1010N/m2=p82=3.0×4.02×109

385cm =Mo/("S)

4.0km/s

2.88km/s Geller(1976)

笹谷他(2006)

=9.84×1017×Mo[dyne
cm]1/3

AI1.15×1020N･m/s2短周期レベル
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震源モデルの設定条件

断 層 面 の 位 置 破 壊 開 始 点
No 検討ケース 備考

＝
一

地震規模 アスペリティの位置

検討用地震

内閣府検討会に
よる断層モデル

一

※
M9.0

一

※

－

南海トラフの巨大地震
(内閣府検討会による断層モデル）

内閣府検討会による

破壊開始点
：1箇所

基本震源モデル

南海トラフの巨大地震
(内閣府検討会による断層モデル）

内閣府検討会に
よる断層モデル

M9.0 陸側ケース0

内閣府検討会による

破壊開始点
：1箇所

陸側ケース
＋

敷地直下に配置

SMGA位置の不確かさ
直下SM6A追加ケース

内閣府検討会に
よる断層モデル

1 M9.0

同:予め基本震源モデルに織り込む不確かさ

n:不確かさを考慮するパラメータ

※:検討用地震の選定では断層最短距離を用いた距離減衰式で影響評価を行ったため想定していない

ノー

孝
恥
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断層モデル(不確かさ①陸側十直下SMG公追加ケース）

’
敷地に最も近い日向灘のSMGAを敷地近傍に追加配置した。 ’

内閣府検討会の基本ケース(緑格子:SMGA)

|蕊鱒鱸呈’
平成26年5月23日

審査会合資料再掲

追加検討モデル

陸側十直下SMGA追加ケース
36

o l l , く
、己望ー〆一

．“ 36．

.一ず宮一一，8

翰 卜…1
＝

35．

灘

国r

1脚郭
一汽〆I

srSMGAl

I識職

八;I

韓

鰯……東海域_≦ニー里
誕2歩へ翻

ニーニーーコーーマーーー－一

34“

雛…i南海域32

峨癖 33．↓

幅

詞

'ｴ唾

蝋

…蕊

2輔懲

kxSMG洲
一生生詞

140日向駕鰄’32.0’36.0 _0 7

1．

2

3

4

発電所直下に配置するSMGAの考え方
32．

基本ケースのSMGAと伊方発電所との平面位置関係は、
日向灘域のSMGAが近い

沈み込むフィリピン海プレートの形状(青い等深度線)から3，．
判断すると､伊方発電所直下の深さに近いのは日向灘域
のSMGA

獄
瀞

I 1 I I 1

km
'吟‘･ﾛ'･･.ー｡.~'-..--昌一・一一,:~‘.-.一・一~一‐

甲

0 100 200

I

131。132・133。134･135｡136．137。138.139･

南海域のSMGAはプレートの傾斜がきつくなる前の領域に配置されており、形状がフラットで面積が広いのに対し、日向灘域の
SMGAは傾斜がきつくなり始めた領域に位置しており､プレートの湾曲を考慮した形状となっている。

以上のことから発電所直下に配置するSMGAは、日向灘域のSMGAを参照して設定することとし､安全側の評価となるよう陸側ケー
スに追加して配置した(右図)。 59
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面積<km2)110.150

応力パラメータ(MPa)2．3

平均すぺり量(m)7.6

地震←ﾒﾝﾄ(Nm)34E･+22

MW 9‘O

セ グ メ ント名日向測域南海域粟海域

面積(kn f>19.05353.79029.419

平均応力降下量(MPa)444

平均すくり量㈱5，59．36‘9

地震ﾓｰﾒﾝﾄ(Nm)4.3E･i･212.0日228.3E+21

M W 8．48．88．5

面筒km2)2.0476.1093.661

面積比11％11％12％

南海トラフの断層モデルパラメータ

の設定に当たって､全世界のプレ
ート境界地震の震源断層モデルを

調査した上で､調査結果の平均値

よりも安全側に大きめの値となる断
層パラメータが設定されている。

＞
全体

暇河湾域

7.888

4

3‘6

1.2E+21

8．0

853

各セグメント

顕
一
軸
一
蝉
一
Ｗ

11％
－

11．1

11％
■■■■■■■■■

186

帳
一
ｍ
一
》
｜
澗
一
伽

強震動
生成域
SMGA

平均すくり量(”

地震モーメンHNm) 9.3E+20
－

7．9

4.7E+21

8．4

1.953

46‘4

20.5

1.6E+21

8．1

1．615

464

18.7

1.2巳哩1

8‘0

1，612

46．4

18，7

12E÷21

8．0

929

46．4

142

54E+20

7．8

47.681

3．7

8，1

1,6E÷22

8．7

2‘7

6Hz

4.1E＋10

2.1E+21
－

U､1M w

面積(1<nf)

応力パラメータ(MPa)

平均すくり量く､）

地震モーメント(Nm)

M w

面積(kITf)

応力パラメータ(MPa)

平均すぺり量(､）

地震モーメント(Nm)

M w

而積(km2)

応力パラメータ(MPa)

平均すくり量(m)

地震モーメント<Nm)

M w

面積(krTf)

応力パラメータ（MPa）

平均すぺり量<m)

地震モーメント(Nm)

Mw

面積(km2)

1,018
-

345

910
－

454 狸
一
浬
一
》
一
酒
一
価
一
辨
一
加
一
融
一
頑

強震動
生成域
SMGAm

叩
一
翻
一
”
｜
偲
一
班
一
和
一
蝿
一
万

岬
一
梱
一
両
｜
恥
一
押
一
画
一
》
｜
”
｜
卵
一
秘
一
切
一
》
｜
か
｜
瑠
一
翻
一
“
一
》
一
万
一
癖

強震動
生成域
SMGA(2

／強痕勘

生成域
SMGAG) ノ

／
'

／強震動
生成域
SMGA@>

I

／
25.75817.035

3，713．7

5．913．1
6,2E+2119.OE+20

17．006

3．7

49

34E+21

応カバラメータ（MPa）

平均すくり量(m)

地震モーメント(Nm)

Mw

3.7
-

5.9背景領域

9.0E+20

7微9

2コ

8,3
■■■■■■■

2.7

8.5
一

27破壊伝播速度(1(m/s)

nT1ax(Hz)

剛性率(Nrwf)

そのほか 6Hz
-

4-1E＋10

6Hz
一

4.1E＋10

6Hz
－

4.1E＋10

学÷
凹酬口副

一一
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